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小鹿野町学校給食センター
２０２４年１月

給食センターブログ開設中。ぜひ、アクセスしてみて下

さい。

QRコードでも

アクセスできま

学校給食の始まりは、明治22（1889）年にさかのぼります。山形県の大督寺というお寺の中

にあった小学校で、お弁当を持ってこられない子どもたちに、昼食を無償で提供したことが始まり

とされています。その後、全国へと広がりましたが、戦争による食料不足などの影響で中断されて

しまいました。

戦争が終わっても食料不足は続き、子どもた

ちの栄養状態が心配されたことから、学校給食

の再開を求める声が高まりました。アメリカの

LARA（アジア救援公認団体）から贈られた物

資を使い、昭和22（1947）年１月に給食が

再開しました。

★昭和21（1946）年12月24日に物資の贈呈式が行われたことから、こ

の日を「学校給食感謝の日」としましたが、冬休みと重なるため、昭

和25（1950）年度からは１月24日〜30日を「全国学校給食週間」とす

ることが定められました。

★昭和29（1954）年に「学校給食法」が成立し、学校給食の実施体制

が法的に整い、教育活動として位置づけられるようになりました。

脱脂粉乳や缶詰

などの物資を

使って給食が

作られ

ました。

アメリカから寄贈

された小麦粉を

使って、パン・ミ

ルク・おかずの完

全給食が

始まりました。

パンの種類が増え、

めん類も提供され

るようになりまし

た。脱脂粉乳のミ

ルクは牛乳へと切

り替わりました。

給食の主食はパンが

中心でしたが、昭和

51年に米飯が正式

に導入され、献立の

内容も豊かになって

いきました。

★子どもたちを取り巻く食環境が変化する中で、平成17（2005）年

に「食育基本法」が成立。平成20（2008）年には、学校における食

育の推進を図る観点から「学校給食法」が大幅に改正されました

（2009年４月１日施行）。

時代の流れと共に変化を続ける「学校給食」ですが、いつの時

代も、子どもたちを大切に思う気持ちが詰まっています。そんな

思いを感じて、おいしくいただきましょう。

勉強を効率よく進めるには、早寝・早起きをし、朝ごはんをしっ

かり食べてから取りかかるのがお勧めです。１日のうち、脳が一番

活発に動くのは午前中なので、朝ごはんで脳へエネルギーを補給す

ることが、やる気や集中力を高めることにつながります。また、脳

を活性化するには、よくかむことも重要です。スープやゼリー飲料

などで済ませずに、主食とおかずを組み合わせて食べることを心が

けましょう。

ご飯は粒のまま食

べるので、ゆっく

り消化・吸収され、

腹持ちがよく、安

定して脳へエネル

ギーを供給します。

１月２４日(水）

北海道森町産

「ホタテのクリームシチュー」

水産物の輸出減少により大きな影響が出

る中、北海道森町では全国の学校給食に、

「ホタテ」を無償で提供する取組を行って

います。この取組に申し込んだところ、小

鹿野町学校給食センターへの提供が決まり

ました。森町は人口１４，０００人ほどの

ホタテの養殖が盛んな町です。

1粒２０ｇ前後のホタテ貝柱が１人あたり

３粒を目安（合計４８ｋｇ）に無償で提供

されます。森町のみなさん

に感謝して味わって食

べましょう。


